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ロータリアンの皆さんに
2019～ 20年度　ガバナー
国際ロータリー第2770地区
　ガバナー　小林　操（越谷北RC）

新型コロナウィルス感染症による異常事態宣言の
発出により、編集活動に支障をきたすため、５月号、
及び６月号を併合し発行することになりましたこと
に、改めてお詫び申し上げます。

いつしか木々の緑も深さを増し、雨に濡れた紫陽
花は、人の気持ちを落ち着かせてくれるものだな、
と感じるこの頃ですが、ロータリアンの皆様は如何
お過ごしでしょうか。

コロナショックは少しのずれは有りますが、世界
同時に、感染症の脅威に驚愕し、経済は直接市民に、
明日の生活に不安を抱させています。今までの概念
の行動人、という私たちの想いはコロナによって当
惑し失速しそうになっています。いま外出自粛のな
かで多くのボランティアが紹介されて来ているのに
気づいたでしょう。社会不安を払拭する動画をアッ
プする人、手作りマスクの作り方をアップする人、
生産過剰に陥った野菜等を施設に支援する人、多
くの人々が動いているのに気づかされました。これ
は個々の人々が自分の仕事から、自分の生活から、
そして、身近にいる困っている人を見て動いていま
す。いま大切なことは、地域社会での助け合いでは
ないでしょうか。医療従事者にお弁当を配布した話、
病院入口に花かごを置いた話、障害者等施設にマ
スクを配布した話、私も個人的にいくつかのNPO
にマスクを贈りました。

いまロータリーは115年前を思い出すべきでしょ
う。世界大恐慌の中、シカゴの街中にトイレを作っ
た話は皆さん知ってますよね。いまコロナショック
で、病院の入口に花籠を置いたのはロータリーです。
いまロータリーに何ができるか。情報通信があふれ
るなかで人々にとって何が嬉しいか、何が必要か、
是非現場の声に注視することが必要です。

そして、早く行動を起こさなければなりません。３
月中旬にスリランカのラビンドラン元RI会長から地区
に連絡のあった提案は、COVID-19 関連で、グロー

バル補助金による医療関連物資の支援に関するプロ
ジェクトでした。時を得た活動であったと思います。

新型コロナウィルス感染症に対する地区の対応は、
管理として、中川高志危機管理委員長の指導のも
と、既定のセミナー、委員会等の会合の中止、RI
からのオンライン会合の勧奨、地区事務所の一部
閉鎖、クラブ例会開催状況把握、ユーチューブによ
る動画の配信などを行い、多くの連絡をクラブ会長・
幹事に発信しました。支援活動としては、前述の
GG支援、地区補助金を利用したフェース・シールド・
マスク50,000枚、 及び 支 援 金1,000万 円を 第
3750地区と合同で埼玉県に寄贈を行いました（表
紙写真）。この支援金の一部は地区2,550余名の
ロータリアンの気持ちその物であります。また、越
谷北RC会員で、副幹事の大島直幸会員の協力で、
不織布マスク117,500枚を25近くのクラブが奉仕活
動に利用して頂きました。

今年度は今月で晦日を迎えます。ポリオで始まり
コロナで終わる。ロータリーの皆さんもウィルス感
染症の怖さを痛感したのではないでしょうか。ポリ
オ根絶活動をお願いして、着たこともない赤いTシャ
ツ着て、内に外にアピールをして頂きましたが、新
型コロナウィルス感染症で、思いもなく多くの感染
症学者、専門家の話を聞き、人間の歴史そのもの
が感染症との戦いであったことを知ったと思います。
ロータリーはその一つのウィルス、ポリオウィルスに
勝利しようとしています。私たちは凄いことをしてい
ることが分かったと思います。天然痘の次に人類が
克服するウィルス、それがポリオです。いま世界各
国が膨大な予算を使いコロナに立ち向かっています。
ポリオも多くの資金を投入して来て、あと少しまで
来ています。ロータリーのつながりはポリオの根絶
に大きな力を発揮しています。

引き続きロータリアンの皆様には、ポリオ根絶活
動のご支援ご協力をお願い申し上げます。
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第 1・第 2グループ

インターシティミーティングの報告

【実施日】

２月14日（金）16：00～20：40　於 ロイヤルパインズホテル浦和

【ＩＭテーマ】親睦と奉仕を楽しもう！

インターシティミーティングは地域のロータリアンが一堂に会し、そこから奉仕活動の情報を得ると
ともに、他クラブ会員とも親睦を図ることにあります。この親睦と奉仕の活動を楽しく実践する場にし
ようという想いで設定しました。

【第１部】式典および記念講演

大阪大学特任講師の金森サヤ子様に「ポリオ根絶における国際ロータリーと日本の役割とは？」という
タイトルによる記念講演を実施しました。

ポリオ根絶活動は、今年度小林ガバナーの強い取組みで、地区内にも随分浸透したように思われます。
しかし、国際ロータリーがこれまでポリオ根絶について取組んできたことや、昨年大阪で開かれたＧ20
で各国においてポリオ根絶に向けた協力が約束されたことなどの報道もないため、ロータリアン自身も
ポリオ根絶に対する意識が必ずしも高いとはいえません。そこで、今回は外部からの評価をお聴きしよ
うということになったものです。

金森様には、ポリオ根絶活動の歴史、現状、ロータリーの関与如何、そしてこれからどのようにして根絶
していくべきか等を具体的データを示しつつお話していただきました。本講演により、我々自身改めて

第1グループ ガバナー補佐

小宮　泰二（浦和中RC）

第 2グループ ガバナー補佐

野辺　博（さいたま新都心RC）
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ポリオの実情、根絶に向けてのロードマップを知る良い機会になったというだけでなく、ポリオ根絶への
強い覚悟が醸成されたのではないかと考えています。

本講演後引き続き、医師であり直前ガバナーとして中川直前PDG、RPIC補佐として井原PDG、現在
TRF管理委員として北PDGから、それぞれのお立場で、コメントをいただき、より深い知見を得ることも
できました。

【第２部】 寄付金贈呈・ロータリー交流会

来賓として出席されたさいたま市長清水勇人様からはロータリー活動に謝意を表す旨のご挨拶をいた
だきました。当第1・第2グループは、ロータリー財団部門・米山記念奨学部門に対してだけでなく、
さいたま市へも寄付金を贈呈した次第です。

懇親会では、日テレ「世界の果てまで行ってＱ」など多数の番組出演でおなじみの、HiBiKiさんに
よるものまねパフォーマンスで大いに盛り上がり、続いて実施された進化系ビンゴ大会は裏面記載者も
在席してはじめて商品が獲得できるというルールのため「ビンゴ！」と手を挙げた人の一喜一憂する姿
に笑いが絶えませんでした。

【総　括】

今年度ＩＭは、小林ガバナーはじめパストガバナー、地区部門委員長など多くのお客様にご来場いた
だきました。同期ガバナー補佐の面々も最後までお付合いくださいました。感謝に堪えません。

また本ＩＭの企画・実践は、ＩＭ実行委員会の各委員による熱い議論と検討結果の賜物です。御礼申
し上げます。

最後に、当ガバナー補佐としては、各クラブから大変多くの会員のご参加をいただいたことに深謝い
たしますとともに、本ＩＭがロータリー活動の一つとして意義のあるものだと評してくださるならば望
外の幸せです。
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国際ロータリー第 2770地区第 9グループ、第 10グループ
合同インターシティミーティング報告書

今年度第９グループと第10グループは、２月20日、東京浅草ビューホテルに於いて、小林操ガバナー
を始め、八潮市長大山様、三郷市長木津様、そして多数の地区役員のご出席を賜り、盛大に開催致しまし
た。

今回のＩＭの開催テーマは、『ポリオと親睦』とさせて頂きました。今年度の小林ガバナーのポリオ根
絶に対する思いをグループ全会員の共通テーマとし、ポリオデーへの思い、そして行動を今年だけで終ら
せてはいけないとの思いと、近年の会員減少を鑑み、グループの枠を超えての親睦を目指しました。お陰
様で、２グループ会員数250余名のうち、187名の参加があり、出席率74.8％にも達しました。

第１部の式典では、各クラブの会長からのポリオデーとクラブ活動の報告。
第２部では、今回のポリオデーに関連し、石井隆司様に『人生を変えた車椅子でホノルルへ』との題名

にて講演を頂きました。
第３部では、今回のもうひとつのテーマでもあります、グループを超えての親睦を盛大に開催致しまし

た。出来上がってきた写真を見ますと、会員一人一人が笑顔の親睦を満喫して頂いたのが判りました。
最後になりますが、御来賓、各クラブの皆様、そして、今回の合同ＩＭを英断して頂きました第10グ

ループガバナー補佐の大久保様、ＩＭを纏めて頂きました金杉実行委員長を始めとするＩＭ実行委員会の
皆様、各クラブ会長幹事の皆様、そして両グループ全ての会員の皆様に心から感謝申し上げ、ＩＭの報告
とさせて頂きます。

第９グループ ガバナー補佐

市川　英敏（八潮みらいRC）
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国際ロータリー第2770地区、2019～2020ＩＭは第9、第10グループ合同で2020年２月20日木曜日浅
草ビューホテルにてＩMテーマ「ポリオと親睦」で行いました。開催にあたり新型コロナウィルス感染症
が拡大している中、開催を懸念しましたが安全面を考慮しながら実行いたしました。これも12クラブが
一致団結したからこそ開催できました。ありがとうございました。

第一部は式典では点鐘、歓迎の挨拶、IM趣旨説明、両ガバナー補佐挨拶、三郷市長、八潮市長の来賓
ご挨拶を受け、12クラブでのポリオデー報告は各クラブ紹介を行い、直前ガバナー補佐、補佐幹事の御
礼と次年度ガバナー補佐の紹介を行い小林ガバナーに講評をいただき一部を終了し点鐘しました。

第二記念講演は「人生を変えた車椅子でホノルルマラソンへ」と石井隆司氏の自分自身の体験談をいた
だき、感動しました。

第三部懇親会は衛生面を配慮しながら行い、いつもロータリー最後に行う手に手つないでは、中止させ
ていただきまして閉会しました。

第10グループ ガパナー補佐

大久保　守善（三郷ウエンズデーRC）

国際ロータリー第 2770地区第 9グループ、第 10グループ
合同インターシティミーティング報告書
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本日はご多忙にもかかわらず、川口市長　奥ノ木信夫様、国際ロータリー
第2770地区ガバナー　小林　操様はじめ多くのご来賓並びに会員の皆様にご
出席いただきましたことを心より御礼申し上げます。

2019-20年度マークダニエル・マローニーRI会長のRIテーマ「ロータリー
は世界をつなぐ」、第2770地区　小林操ガバナーの地区運営方針「ポリオ根
絶活動から、クラブ活性化へ」を実現していくために、今後も11グループ８
クラブが一丸となって活動してまいります。

そのためには各クラブの活性化が一番重要であり、ロータリーを学び、会員相互の信頼や親睦、クラブ
が目指す方向を話し合う機会をつくるためにも「例会の充実」が必要不可欠です。

ガバナー補佐として各クラブに訪問させていただき「魅力ある例会づくり」をしているクラブは出席率
が高く、いずれ会員増強にもつながっていくと思います。

本日のＩＭは11グループの合同例会として、「魅力ある例会づくり」について皆さんで考え、本年度
残り４カ月のクラブ運営並びに会員増強と次年度会長はじめ会員皆さんで次年度クラブ運営や例会運営の
参考にしていただけたら幸いです。

毎週同じ曜日、同じ場所、同じ時間に集まり１時間と限られた時間を仲間と過ごす団体はロータリー以
外にないのではないでしょうか。職業、年齢、経験も違う人々が同時に集まる例会を「学び、気づき、奉
仕と親睦の場」として最大に活かしていきましょう。

ここで、お詫びとご報告がございます。新型コロナウィルス感染防止のため、埼玉ゆずロータリークラ
ブの呈茶と本日第３部懇親会を急遽中止とさせていただきました。今までＩＭ実行委員会で企画を練って
きましたので、安達実行委員長と判断には苦慮しましたがどうぞお許しください。

また、昨年10月24日、11グループ８クラブが川口駅東口デッキで行った「ポリオ根絶募金活動」と本
日のＩＭの写真を川口商工会議所会報誌「ｍｏｖｅ」に折り込みチラシで7,800事業所に配布し、ロータ
リークラブのPRと各クラブの会員増強に役立てていただけたら幸いです。

それでは、本日の第11グループ、インターシティーミーティングを最後まで宜しくお願い致します。

2019-20 年度インターシティミーティング
ご挨拶

第11グループガバナー補佐

新井　秀雄（川口RC）
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ポリオデーの報告・お礼

第９グループでは個々のクラブでポリオデーを迎え、奉仕活動を実施致しました。
各クラブのポリオデーの行動は何をしたら良いかから始まり、ポリオを改めて考え、行動まで、それぞ

れのクラブの思いが詰まっておりました。
今年だけで終らせて良いのか？
まだまだできる事は無いのか？
今でも各クラブは自問自答しております。
今年の行動に感謝申し上げ、改めてここが出発点であることを認識し、奉仕活動、ポリオ根絶に進んで

行く事をお誓い申し上げます。
小林操ガバナーを始め、第2770地区会員皆様、第九グループの会員皆様に感謝申し上げ御礼とさせて

戴きます。
「ポリオ根絶まであと少し」頑張りましょう。ありがとうございました。

第９グループガバナー補佐

市川　英敏（八潮みらいRC）
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第11グループは、10月24日（木曜日）８つのクラブがJR川口駅東口ペデストリアンデッキにて、「世
界ポリオデー：ポリオ根絶キャンペーン及び募金活動」を行いました。

事前に川口警察署に道路使用許可証、川口市役所にもデッキ使用の許可をお願いしました。
また、当日雨天のことも考えJR川口駅長にも協力の願いをし、駅構内の一部を利用させていただきま

した。さらに、川口市長にも当日のキャンペーン参加と川口市のゆるキャラ「きゅぽらん」の応援をお願
いし、奥ノ木川口市長自らもポリオ根絶キャンペーンの応援にきていただきました。

さらに、川口商工会議所にも川口駅前キャスティビジョンを１週間無償でポリオ根絶キャンペーン映像
を放映させていただき、すべての関係者に感謝申し上げます。

当日は11：30から19：00まで８つのクラブで１時間ごとのシフトで活動を行い、スタート時には、小
林ガバナー、梶間委員長も駆けつけていただきテレビ埼玉の取材、そしてジェイコム川口戸田の取材もき
ていただき、ロータリーの広報活動効果があったかと思います。当日は心配した雨も降らず、11グルー
プ会員皆様の心と目的を一つにした活動は本年度小林ガバナーの地区運営方針「ポリオ根絶活動から、ク
ラブ活性化へ」という具体的な方針が見事に具現化できたと思います。

11グループの会長・幹事はじめ各クラブ会員の皆様、そして当日まで準備に惜しみなく協力していた
だいた実行委員の方、地区委員長、委員の皆様に感謝申し上げます。

第11グループ ガバナー補佐

新井　秀雄（川口RC）

ポリオデーの報告・お礼
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求めよ、さらば与えられん、
　　　　　叩けよ、さらば開かれん

新人ロータリアンに向けてのエール

誰でも一度は聞いたことがある言葉でしょう。
人生はいつでもこの言葉が当てはまると思いますが、ロータリーほどこの言葉が当てはまるところはな

いでしょう。
ロータリーの魅力の一つは奉仕活動の実践ですが、私はそれ以上に会員の高い志を挙げます。皆さんが

企業の経営者であり、社員を抱え、企業を維持し、更には発展させることに腐心しています。起業家精神
こそがロータリーの宝物だと思います。

ただ、ロータリーに在籍しているだけではそれはなかなか見えてきません。ロータリー活動に積極的に
参加し、会員と積極的に親睦を深めることによって初めて、この良さが分かってくるのです。

是非、積極的にロータリーに関わってください。表題の言葉を実感することができるでしょう。

パストガバナー（2008-09）

岩渕　均（浦和RC）

新人ロータリアンの皆さんに向けて

ロータリー活動を利用し人生を楽しんでおります
新人ロータリアンの皆様、数ある奉仕団体の中から、ロータリーを選択くださいまして誠にありがとう

ございます。私は1981年10月に上尾ロータリークラブに入会いたしました。32歳の時であります。入会
当時はチャーターメンバーの大先輩より「奉仕することも大事ですが、いろいろの意味でロータリーを利
用してください」と教育されました。その当時はその意味するところを深く考えずに過ごしておりました
が、今回原稿依頼を受けて、自分のロータリー人生を振り返ってみますと、34年住んでおります自宅も
ロータリアンに建築していただきました。また、本業である歯科医院も内装をロータリアンにお願いいた
しました。職業柄、まとまったお休みが取れず、海外旅行などできなかったのですが、50歳からロータ
リーの会合を理由に国際大会に21回出席し海外旅行を楽しんでおります。大会では開会式２時間程度出
席で、あとは自由行動で８日間前後の旅を楽しんでおります。今回のハワイは飛行機の都合で９日間の予
定になっております。楽しみ方は、人それぞれです。自分に合ったロータリー活動を見つけ、おおいに
ロータリーライフを楽しんでください。

Enjoy Rotary

パストガバナー（2009-10）

大塚　信郎（上尾RC）
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ロータリーの活動は、すべからく参加しないと本当に理解するのは難しいものです。まず、ロータリー
のホームページから「マイロータリー」へ登録をして、たくさんの情報を得て下さい。例会、地区大会、
世界大会などに参加する機会を作り、多くの方と親しんでください。又、ロータリーの寄付活動の中で、
「米山記念奨学会」「ロータリー財団」というものがあります。これらに少額でも構わないので、寄付を
してみて下さい。寄付をすると、関わっている実感が持てます。そして何よりも自分のクラブを好きに
なって下さい。自発的に参加をしないと良い所は見えてきません。原点はクラブです。まずはクラブ例会
にしっかり参加をして下さい。そして先輩へお願いをし、他のクラブにも連れて行ってもらって下さい。
様々な職業を持った方と交流をし、親睦を深める事できっと多くの学びを得られるでしょう。

新人ロータリアンに向けてのエール

パストガバナー（2012-13）

田中　德兵衞（川口RC）

新人ロータリアンに向けてのエール
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こちらはかなり外出制限がきつく制限されており、現在は医療、日用品購入以外の外出はほぼ禁止の状
態です。

また、州をまたいだ移動も２週間の隔離対象になっています。
日本に例えると東京大阪間の移動をしたら、大阪で２週間外出禁止という状況です。
罰則付きで、外出禁止を守らずに彼女の家に行っていた男性が警察に逮捕、2,000ドルの罰金（16万く

らい）、２ヶ月間牢屋の中という笑い話のような話まで実際に起きています。
企業にも抜き打ちで警察が来て、不必要な出勤をしていたら罰金の様子です。
病院も不要不急の手術、内視鏡、カテーテルなどは禁止（マスクなどの無駄遣いを避けるため）していて、

内視鏡や手術室は普段の２割営業という状況です。
その甲斐あってか？ 新規患者はオーストラリア全土で50人／日くらいまで落ち着いていますし、ICU、

ERがパンクするということはなさそうです。
ところがここ最近横ばいで、いつまでこの封鎖を続けるのか？ という疑問もあります。
昨日オーストラリア国内飛行機のバージンが倒産したのですが、これは日本で例えるとJR東日本くら

い重要な交通網なので、経済への影響は皆さん心配しています。

私は現在コロナ関連の研究を少しと、普段のICUの研究をそのまま継続しており、あまり変わらない日
常を送っています。（妻は家で引きこもりを強いられているのでしんどそうですが。。。）

最近のこちらの様子を共有します

2018-2020年度派遣

簗瀬　史貴（大宮RC推薦）
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2020-21年度のガバナー月信において、以下の新企画に決まりました。
我こそはと思われるロータリアンは是非にご連絡下さい！　自薦他薦問いません。

知り合いを広めることによって、奉仕だけでなく親睦の機会を創出して参りましょう！

各グループ内で、親子、兄弟姉妹、親戚など、ファミリーで同じクラブ、または異なるク
ラブで会員となっているロータリアンに、以下の内容で取材をしたく思います。
　● ファミリーロータリアンとなったきっかけ。

　● ファミリーロータリアンのメリット・デメリット。

　● 日々のロータリーライフとこれからについて。

　● ファミリーを勧誘しようか迷っているロータリアンにひと言。

企画１ 集まれ！ ファミリーロータリアン！

各クラブの地元で、広くは知られていないけど、お薦めのスイーツ情報について、以下の
内容で取材をしたく思います。
　● 主役は、各クラブの女性会員や事務局の方でと考えています。

　● お店に同行し、実際にいただきながらお聞きしたく思います。

　● お店を見つけたきっかけ。

　● お薦めのポイント。

　● クラブと事務局との関わりについてなど。

企画２ 蔵出し！ 誰にも教えたくないスイーツ情報！

ロータリーライフを楽しむためには、クラブ内での活動に留まらず、他のクラブのメンバー
と知り合い、知見を広めていくことだと思います。そのようなクラブを横断して親睦活動を
行っている同好会について、以下の内容で取材をしたく思います。
　● 同好会を発足したきっかけ。

　● メンバー構成や活動内容。

　● 横断的な同好会活動のメリット。

　● メンバー募集について。

企画３ メンバー募集！ 地区内外の横断的な同好会活動！

ガバナー月信 新企画

2020-21 ガバナー月信担当 地区副幹事

大竹　純・福薗　健
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�.   第４代よねやま親善大使が決定！
「第 4 代よねやま親善大使」には 26 人の学友から応募があり、広報委員会、常務理事会にて厳

正なる選考の結果、下記 3 人の方に決定しました。任期は 2020 年 7 月から 2年間で、日本全国で

ロータリー米山記念奨学事業をＰＲします。地区行事でのスピーカーとしてぜひお声掛けくださ

い。親善大使に関するご連絡は当会事務局広報担当まで。 

   

カレン・ジュリア・ウォーターズ 
（オーストラリア/1992-94/京都南ＲＣ） 
(株)Global Waters 代表取締役社

長、Burleigh Heads RC（第 9640

地区）会員。自らの事業では、日

本の子どもたちへの国際理解教

育と奉仕の心を育てることに尽

力。2019 年度より第 2650 地区米

山学友会会長。 

アドゥアヨム・アヘゴ，アクエテビ 
（トーゴ/2014-15/新発⽥城南ＲＣ） 
(株)ドリーム・ジーピー 研究員。ア

フリカで不足する義肢装具の開発

研究に尽力。日本の義肢中古部

品を活用した義肢をアフリカに提

供する活動も。自ら手がけた義肢

で東京パラリンピックにトーゴの選

手を出場させる夢が進行中。 

李 昱昊（リ イッコウ） 
（中国/2016-17/東京銀座ＲＣ） 
法律事務所にて国際法務に従事

し、海外に進出する日本企業をサ

ポートする一方、日中交流団体代

表として両国の若者の交流促進に

尽力。2018-20 年度第 2750 地区

米山学友会副会長、2019-20 年

度東京西 RAC 会長。 

�.� オンラインで奨学⽣と交流！―東京米山友愛 RC―
新型コロナウイルスの感

染拡大により、今年のゴー

ルデンウィークは“Stay 

Home”の呼びかけのもと、

オンラインでの交流が奨励

されました。4 月から新し

い米山奨学生を迎えた世話

クラブからも、奨学生との交流にオンラインを

活用した事例を報告いただきました。 

日本在住の米山学友を中心に設立され、今年

創立 10 周年を迎えた東京米山友愛ＲＣ（第

2750 地区）では、5月 3 日に新規米山奨学生の

張準好さんを迎え、オンライン会議ツール

Zoom を使って、クラブで奨学生へのオリエン

テーションを実施。当日は、

張さんのカウンセラーで米山

学友の朴貞子さん、クラブ支

援奨学生の賈悦さんとカウン

セラーのブリッタ・ズルツさ

ん、同クラブでお世話した学

友の韓瑜さんと李桐さんも参

加し、米山記念奨学事業についての説明や自己

紹介・近況報告、「オンライン飲み会」で、終

始笑いの絶えない時間を満喫しました。朴さん

によると、同クラブの 4 月 29 日のオンライン

例会には、現役奨学生の張さん、賈さんと共

に、以前クラブでお世話した米山学友もウズベ

キスタンから参加してくれたそうです。 

Vol.242 

2020 年5月14日 
発 行 
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�� 寄付⾦速報 ― 減少幅広がる ―
4 月までの寄付金は前年同期と比べて 4.0％

減（普通寄付金:1.8％減、特別寄付金:5.1％

減）、約 4,900 万円の減少となりました。今後

の見通しがなかなかつかないこともあり、先月

同期比に比べ、より減少幅が広がりました。厳

しい状況下にも関わらずご寄付をいただいた皆

さまへ、厚く御礼申し上げます。これからも新

型コロナウイルスとの闘いは続きそうです。引

き続き米山記念奨学事業をご支援下さいますよ

うよろしくお願い申し上げます。

�� 学友によるマスク支援続々
ここ数日、全国的なマスク不足が解消されつ

つあるという報道を目にするようになりました

が、これまでに多くの米山学友が続々と、母校

やロータリークラブへ“恩返しのマスク”を寄

贈しています。 

 

神戸大学へ 大学附属病院などでマスクが不足

しているとの声を受け、神戸大学留学生西日本

同窓会の会長をつとめる米山学友・陳林さん

（中国/2003-05/芦屋 RC）ら元中国留学生が 4

月 21 日、大学に 2万 5,000 枚のマスクを寄

贈。 

慶應義塾大学と世話クラブへ 中国・上海の元

留学生ら 22 人と、上海三田会・旧友会会員 78

人からの寄付金などにより、中国でマスク 6万

枚を調達し、4 月中に大学へ届けました。その

一人である米山学友、肖慧潔さん（2008-09、

現在：東京米山ロータリーＥクラブ会員）は、

奨学生時代の世話クラブ・東京白金ＲＣや、既

にクラブを退会したカウンセラーにもマスクを

送付。同クラブで

は希望する会員・

現米山奨学生・交

換留学生（候補）

に配布したほか、

約 1,000 枚を地元の医療機関へ寄贈する予定で

す。林観照会長は「今回、思いがけず昔の米山

学友からマスクを寄贈いただき、大変感謝して

います。米山奨学事業の絆が形として現れたと

思います。これからも奨学生をきちんとサポー

トしてまいります」と語ってくださいました。 

台湾学友会 関西米山学友会元会長・何玉翠さ

んが発起人となったマスクの共同購入に、日本

国内の学友個人や学友会、ロータリアンら多く

が参加しました。台湾米山学友会も会員からの

寄付でこれに出資し、購入したマスク 3 万枚を

北海道名寄市役所へ寄贈するほか、同学友会の

郭錦堂理事長が所属する台中文心ＲＣが日本の

相模原中ＲＣと豊田中ＲＣへそれぞれ 10,000

枚を寄贈予定です。 

ロータリアンからも感謝の声 全国に緊急事態

宣言が出された夜、第 2640 地区元地区米山奨

学委員長の京谷知明氏のもとへ米山学友から

「何か出来

ることはな

いか」と打

診がありま

した。マス

ク不足の現

状を伝えた

ところ、学

友有志がマスク 2,000 枚を苦心しながら調達

し、堺フェニックスＲＣへ寄贈。同クラブはそ

れを地元の高齢者福祉施設とクリニックへ、フ

ェイスガードとともに寄付しました。京谷氏は

「マスクと一緒に温かい気持ちを受け取り、ク

ラブ一同、感謝の気持ちでいっぱい」と、語っ

てくださいました。 

 在宅勤務期間延長のお知らせ 

緊急事態宣言が 5 月 31 日まで延長されたことに伴い、現在実施している事務局の 

在宅勤務を引き続き継続させていただきます。 

【実施期間】 5 月 31 日（日）まで  ※状況によって期間延長の検討をいたします。 

【期間中の問い合わせ対応】 原則として、メールにて対応をさせていただきます。詳細は当会ＨＰまで。 



米山功労者マルチプル（5）

成海和正
（浦和南）

令和2年4月28日

米山功労者

堀口勝男
（桶川イブニング）

令和2年1月31日

米山功労者マルチプル（3）

佐藤　齊
（浦和南）

令和2年4月28日

準米山功労者

関根　浩
（蓮田）

令和2年5月14日

P・H・F

細井隆俊
（桶川イブニング）

令和2年1月31日

マルチプル（1） 

髙橋陽一
（越谷北）

令和元年12月26日

P・H・F

盧　聖煥
（川口北）

令和2年2月20日

マルチプル（1）

谷垣智之
（大宮シティ）
令和2年4月30日

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団

マルチプル（6）

小林光則
（越谷北）

令和2年2月27日

大口寄付 16,170.00$

沖田定男
（大宮シティ）
令和2年4月30日

大口寄付 167,214.69$

今村　勲
（川口北）

令和2年2月20

マルチプル（2） 

小宮山大介
（越谷北）

令和2年2月27日

マルチプル（3）

坂下昇平
（三郷）

令和2年2月21日

マルチプル（3）

松﨑義一
（越谷北）

令和元年12月26日

マルチプル（5）

関森初義
（越谷北）

令和元年12月26日

マルチプル（3）

千代田利光
（三郷）

令和2年2月21日

マルチプル（5）

堀野眞孝
（越谷北）

令和元年12月26日

マルチプル（4）

柴田　悟
（三郷）

令和2年2月21日

マルチプル（6）

青木　清
（越谷北）

令和元年12月26日

マルチプル（3）

百瀬　皓
（草加シティ）
令和2年4月23日

米山功労者マルチプル（4）

玉木和夫
（幸手）

令和2年2月17日

米山功労者

山杢敏之
（浦和南）

令和2年4月28日

米山功労者マルチプル（2）

齊藤建吾
（浦和南）

令和2年4月28日

米山功労者

岸雅宏
（桶川イブニング）

令和2年1月31日

米山功労者メジャードナー（11）

塩川通正
（浦和南）

令和2年4月28日

米山功労者マルチプル（7）

黒澤和夫
（浦和南）

令和2年4月28日

米山功労者マルチプル（5）

岡本圭司
（大宮シティ）

令和2年4月30日

米山功労者

盧　聖煥
（川口北）

令和2年2月20日

米山功労者マルチプル（3）

辻　隆幸
（浦和南）

令和2年4月28日

その他第 4 回米山功労クラブ

桶川イブニング
ロータリークラブ

令和2年1月31日

P・H・F

湯尾茂夫
（桶川イブニング）

令和2年1月31日

米
山
奨
学
会

米
山
奨
学
会

江口真由美
鴻巣

令和元年7月5日
株式会社 Graphic Desige.lab
学術研究・専門・技術サービス業

新
会
員

新
会
員
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岡本佳恵
鴻巣

令和2年1月14日
株式会社薬商

医療福祉（薬局）

小森谷賢一
大宮

令和2年4月15日
武蔵野銀行　大宮支店

金融業

河尻浩介
大宮南

令和2年5月1日
サッポロビール株式会社　埼玉支社

ビール製造

池田真美
浦和東

令和2年3月13日
松石滋樹公認会計士税理士事務所

税理士

尾見光一
川口

令和2年3月16
水戸証券　川口支店

証券

瀬尾直朝 様
（鴻巣）

令和2年1月13日
享年 77 歳

峯　徹 様
（川口シティ鳩ケ谷）

令和2年3月11日
享年 80 歳

小柳孝一 様
（八潮みらい）
令和3年2月29日

享年 71 歳

訃報◆謹んでお悔やみ申し上げます。

一ノ瀬義弘
鴻巣

令和元年7月5日
株式会社エム・アイ・ピー
清掃業・臨床検査・企業診断

谷口　剛
大宮西

令和2年4月1日
あいおいニッセイ同和損害保険会社

保険業

立山英樹
大宮西

令和2年4月1日
株式会社近畿日本ツーリスト 首都圏埼玉支店

旅行業

氏家健司
浦和東

令和2年3月13日
株式会社エース広告

印刷

谷口栄正
大宮西

令和2年5月11日
櫻井電設株式会社

建設業

秋月信輝
川口

令和2年3月16日
埼玉縣信用金庫　川口朝日支店

信用金庫
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グ
ル
ー
プ

ク ラ ブ 名
2019年

7月1日現在
当月末
会員数

増
　
減

目
標
純
増

通
算
入
会内女性 内女性

第
一
グ
ル
ー
プ

浦 和 112 1 107 2 -5 3 8

浦 和 東 87 11 96 12 9 5 9

浦 和 南 26 2 24 2 -2 5 1

浦 和 中 48 2 47 2 -1 5 0

浦和ダイヤモンド 23 4 23 4 0 5 0

第1グループ計 296 20 297 22 1 23 18

第
二
グ
ル
ー
プ

浦 和 北 66 5 60 4 -6 5 3

さいたま中央 43 2 46 3 3 4 4

さいたまシティ 21 2 20 1 -1 1 0

浦 和 北 東 35 4 35 4 0 3 1

さいたま新都心 39 1 41 1 2 3 2

第2グループ計 204 14 202 13 -2 16 10

第
三
グ
ル
ー
プ

大 宮 75 1 77 1 2 5 4

大 宮 南 39 7 39 7 0 4 1

大 宮 中 央 49 0 42 0 -7 4 1

大 宮 シ テ ィ 66 7 64 7 -2 3 1

さ い た ま 欅 30 2 29 2 -1 2 0

さいたま大空 18 6 18 6 0 3 1

第3グループ計 277 23 269 23 -8 21 8

第
四
グ
ル
ー
プ

大 宮 西 118 8 116 8 -2 5 6

岩 槻 27 2 28 2 1 3 1

大 宮 北 17 1 17 1 0 3 0

大 宮 東 37 0 40 2 3 5 3

岩 槻 東 29 4 29 4 0 2 1

大 宮 北 東 15 3 13 2 -2 3 0

第4グループ計 243 18 243 19 0 21 11

第
五
グ
ル
ー
プ

上 尾 38 0 39 0 1 5 2

鴻 巣 28 2 29 4 1 3 3

桶 川 23 0 28 1 5 4 5

上 尾 西 47 1 46 1 -1 2 0

北 本 6 1 6 1 0 3 0

上 尾 北 24 0 26 0 2 2 2

鴻 巣 水 曜 33 1 34 1 1 3 3

桶川イブニング 24 2 25 3 1 3 2

第5グループ計 223 7 233 11 10 25 17

第
六
グ
ル
ー
プ

春 日 部 26 1 23 1 -3 5 0

杉 戸 42 1 43 1 1 3 2

春 日 部 西 32 1 32 1 0 5 1

庄 和 20 1 23 2 3 2 3

春 日 部 南 29 1 27 1 -2 5 2

春日部イブニング 26 2 28 2 2 3 2

第6グループ計 175 7 176 8 1 23 10

グ
ル
ー
プ

ク ラ ブ 名
2019年

7月1日現在
当月末
会員数

増
　
減

目
標
純
増

通
算
入
会内女性 内女性

第
七
グ
ル
ー
プ

幸 手 44 1 48 2 4 3 8

蓮 田 52 4 51 4 -1 5 1

久 喜 47 4 49 4 2 5 2

幸 手 中 央 24 2 24 2 0 4 1

第7グループ計 167 11 172 12 5 17 12

第
八
グ
ル
ー
プ

越 谷 96 4 93 3 -3 7 5

越 谷 南 45 4 45 3 0 3 2

越 谷 北 46 3 46 3 0 3 1

越 谷 東 52 3 53 3 1 5 1

越 谷 中 17 2 20 5 3 2 3

第8グループ計 256 16 257 17 1 20 12

第
九
グ
ル
ー
プ

八 潮 33 3 35 3 2 5 2

八潮イブニング 18 0 18 0 0 6 0

草 加 中 央 5 0 7 2 2 5 2

八 潮 み ら い 24 2 23 2 -1 4 1

草 加 松 原 42 2 42 2 0 7 1

草 加 シ テ ィ 20 7 22 8 2 6 3

第9グループ計 142 14 147 17 5 33 9

第
十
グ
ル
ー
プ

吉 川 14 0 14 0 0 3 0

三 郷 28 2 27 2 -1 2 0

三 郷 中 央 21 1 20 1 -1 3 0

三郷ウェンズデー 14 2 13 1 -1 2 3

松 伏 16 3 19 3 3 2 3

吉 川 中 央 18 3 15 3 -3 2 0

第10グループ計 111 11 108 10 -3 14 6

第
十
一
グ
ル
ー
プ

川 口 100 17 98 17 -2 5 6

鳩 ヶ 谷 18 2 17 2 -1 3 1

川 口 東 28 1 29 1 1 5 1

川口/鳩ヶ谷武南 25 2 25 2 0 2 1

川 口 モ ー ニ ン グ 27 3 27 3 0 5 0

川 口 南 26 6 25 6 -1 3 0

川口シティ鳩ヶ谷 14 1 12 1 -2 3 0

埼 玉 ゆ ず 5 5 5 5 0 2 0

第11グループ計 243 37 238 37 -5 28 9

第
十
二
グ
ル
ー
プ

戸 田 52 5 53 5 1 3 1

蕨 19 2 20 3 1 1 1

川 口 西 25 5 25 4 0 1 1

戸 田 西 20 1 19 1 -1 2 0

川 口 北 23 1 22 1 -1 3 0

川 口 北 東 6 0 4 0 -2 5 0

川 口 中 央 11 2 11 2 0 1 0

川口むさし野 13 2 16 3 3 2 3

戸田イブニング 12 0 11 0 -1 3 0

第12グループ計 181 18 181 19 0 21 6

地 区 合 計 2518 196 2523 208 5 262 128

 2019～2020年度　　　　　会員数及び出席率報告3月




